
  

再
録  

口
ず
さ
む
と
き 

八
十
一 

伊
藤 

幸
子 

「
天
啓
の
ご
と
く
」 

 

沈
黙
の
原
生
林
に
天
啓
の
ご
と
く
轟

け
り
か
の
ド
ラ
ミ
ン
グ 

駒
井
耀
介 

 

七
月
五
日
、
石
神
の
丘
美
術
館
芸
術

監
督
の
六
岡
康
光
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ

た
。
岩
手
日
報
元
編
集
局
次
長
さ
ん
、

六
日
の
朝
刊
の
下
段
に
お
名
前
を
拝
見

し
驚
い
た
。 

「
今
、
私
は
肝
臓
癌
の
治
療
中
で
す
。

も
う
四
年
で
す
。
か
す
れ
て
大
き
い
声

が
出
ま
せ
ん
が
、
が
ま
ん
し
て
下
さ
い
。

こ
れ
で
も
大
分
よ
く
な
り
ま
し
た
」
と

前
置
き
し
て
講
演
さ
れ
た
の
は
平
成
十

八
年
十
月
二
十
八
日
、
八
幡
平
市
博
物

館
の
会
場
だ
っ
た
。
そ
の
日
は
八
幡
平

市
立
図
書
館
の
恒
例
の
「
文
学
散
歩
」

で
、
安
代
町
出
身
の
詩
人
香
川
弘
夫
の

作
品
世
界
を
訪
ね
、「
駒
井
耀
介
」
の
筆

名
で
詩
人
で
も
あ
る
六
岡
さ
ん
の
お
話

に
魅
了
さ
れ
た
。
土
井
晩
翠
賞
の
香
川

弘
夫
を
私
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
六

 

 

に
魅
了
さ
れ
た
。
土
井
晩
翠
賞
の
香
川

弘
夫
を
私
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
六
岡

さ
ん
が
二
戸
支
局
に
お
ら
れ
た
昭
和
四

十
七
年
ご
ろ
、
よ
く
香
川
氏
の
お
宅
を

訪
ね
ら
れ
た
と
い
う
。「
二
人
で
詩
の
話

は
あ
ま
り
し
な
か
っ
た
け
ど
、
こ
く
の

あ
る
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
て
も
ら
っ
て
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
い
て
ま
さ
に
至

福
の
時
で
し
た
」
と
語
ら
れ
る
氏
の
駘

蕩
（
た
い
と
う
）
と
し
た
雰
囲
気
が
和

や
か
に
会
場
を
包
ん
だ
。 

  

平
成
六
年
、
六
十
一
歳
で
香
川
死
去
。

「
彼
は
目
標
と
し
た
詩
の
十
の
う
ち
、

七
か
八
に
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
私
は
彼
の
意
識
が
な

く
な
る
ま
で
手
を
握
っ
て
い
ま
し
た
。

く
や
し
い
思
い
が
あ
っ
た
ろ
う
と
、
悲

し
み
ま
し
た
―
」 

私
の
講
演
記
録
は
こ
こ
で
終
っ
て
い

る
。
す
で
に
世
界
を
異
に
し
た
眼
で
読

み
返
す
と
き
、
言
い
よ
う
の
な
い
切
な

さ
に
打
た
れ
る
。 

 

私
が
は
じ
め
て
六
岡
さ
ん
に
お
会
い

た
に
は
平
成5

年
の
秋
、
翌
年
か
ら
一

年
間
の
仕
事
の
話
を
頂 

 

し
た
の
は
平
成
五
年
の
秋
、
翌
年
か

ら
一
年
間
の
仕
事
の
話
を
頂
い
た
の

だ
っ
た
。
掲
出
歌
は
平
成
十
八
年
九

月
刊
行
の
歌
集
「
企
み
」
二
十
八
首

中
の
ひ
と
つ
。
初
出
は
「
北
宴
」
平

成
六
年
十
月
号
で
あ
る
。
自
ら
癌
だ

と
公
言
し
、
手
術
も
転
移
も
う
べ
な

い
な
が
ら
忽
然
と
去
っ
て
し
ま
わ
れ

た
方
。
享
年
六
十
七
。 

 

こ
と
し
三
月
の
あ
る
晴
れ
や
か
な

会
場
で
、
帰
ろ
う
と
し
た
ら
玄
関
の

わ
き
で
た
ば
こ
を
く
ゆ
ら
し
て
お
ら

れ
た
。「
ま
た
、
水
曜
日
、
石
神
の
丘

に
行
き
ま
す
ね
」
「
あ
あ
、
仕
事
を
、

い
つ
も
・
・
・
」
と
眼
鏡
の
奥
で
笑

わ
れ
た
。
あ
れ
が
最
後
に
な
っ
た
。

ご
葬
儀
か
ら
帰
り
、
黒
い
服
の
ま
ま

佇
む
庭
に
天
啓
の
ご
と
く
、
こ
と
し

の
初
蝉
が
轟
い
た
。 

石
神
の
丘
美
術
館
芸
術
監
督
・
六
岡 

康
光
氏
が
逝
去
さ
れ
た
こ
と
を
悼
み 

伊
藤
幸
子
氏
（
八
幡
平
市
）
が
盛
岡 

タ
イ
ム
ス
（
七
月
十
六
日
）
に
発
表 

さ
れ
た
記
事
を
再
録
し
ま
し
た
。 

 

                                                                                                                                                        

 

2008.10.1 Vol.72 
ニシキギの赤、トウカエデの黄色・・・石

神山も紅葉が美しい季節になりました。

ブルーベリーの紅葉も鮮やかです。 

屋外展示場の木々の色が、深まる秋を感じさせるこの頃。 

朝晩の冷え込みが厳しくなると、紅葉が一層鮮やかです。 

紅葉というと、カエデやモミジを想像しますが、少し変わっ

たところで、カラマツの紅葉をご覧になったことがあります

か？ 小さなトゲのようなカラマツの葉は黄色く紅葉し、日差

しをあびるとまるで金色に輝くように見えます。とってもきれ

いなんですよ。屋外展示場を散策する際には、ぜひ、カラマ

ツにも注目してみてくださいね。 

10 月 4 日（土）から、企画展示室・ホールでは、盛岡市在

住の美術家・百瀬 寿（ももせ ひさし）さんの作品を紹介する

【百瀬寿の「百色百点（ももいろひゃくてん）」】を開催しています。 

企画展  百瀬寿の「百色
も も い ろ

百点」   

会    期：10 月 4 日〔土〕～11 月 24 日〔月・祝〕まで  会期中無休 

会    場：石神の丘美術館企画展示室・ホール 

観覧料金：一般／300 円 大・高生／200 円 中学生以下無料 

 



★岩手町産松茸の試食 
（1,000 円以上お買上の方、抽選で 1 日 

１００名 ※収穫状況により変更有り） 

★りんごの皮むき大会 

★岩手町産椎茸・新米の試食販売

★チヂミ・たい焼き販売（18 日のみ） 

○自衛隊岩手地方協力本部 

防災写真パネル展 

○自衛隊車両の体験乗車 

記念撮影会もあるよ！ 

秋秋のの味味覚覚フフェェアア  

１０月１８日（土）、１９日（日） 

午前１０時～午後３時 

道の駅イベント広場で開催！ 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

 
 

 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 

百瀬 寿(ももせ ひさし)さんは、美しいグラデーシ

ョンの作品を数多く制作し、国内・海外で高く評

価されている、盛岡市在住の美術家です。 

今回の展覧会では、「百色」ともいえるような微

妙で鮮やかな色彩の作品、立体作品、学生時代

の作品など 100 点の作品を展示し、百瀬さんの

これまでの活動を振り返ります。 

上・《Ten Stripes : Alternate Orange to Black》 2007 年

左下・ギャラリートークの様子（中央が百瀬寿さん）

 

 石神の丘美術館/友の会共催 

ヒメサユリ植栽の集い 

＆芋の子会 
石神の丘美術館の初夏の風物詩となっ

ているヒメサユリ。今年もみんなで球根を

植える「植栽の集い」を開催します。一汗

かいた後は、美味しい芋の子汁を食べまし

ょう。 【参加費無料】 

【日 時】11 月 8 日（土)午前 9時集合

【集合場所】美術館ギャラリー 

【日 程】9：00集合→9：15～12：00 ヒメ

サユリ等の植栽、園内散策ツアー→

12：00 芋の子会（工房棟） 

【申し込み】石神の丘美術館へお申し

込みください。小さなモミジのご寄

付もおまちしております。 

【会期・料金】 

2008.10.4[土]～ 

11.24[月・祝] 

午前９時～午後５時 

＊会期中無休

一般３００円/大・高生２００

円/中学生以下無料 

《左から田中春来くん（１年）、田中寿也く

ん（２年）、講師の土澤典雄先生、美術部

顧問の久保友基先生、仲居晃也くん（２

年）、遠藤天くん（２年）》 

 

美術館工房棟では、８月から９

月にかけて、全５回の体験講座

「石彫をつくってみよう」を開催

しました。参加した沼宮内高等

学校美術部の皆さんは、岩手町

産の黒御影石を使った初めての

石彫作品を制作しました。 

作品は、高文祭に出品するほ

か、来年２月に開催する「沼宮内

高等学校 美術部・書道部・写

真部合同展」で展示されます。

 

沼宮内高校美術部が石彫に挑戦しました 

秋のコース料理 
 

３，５００円 

【税込】 

＊食前酒＊オードブル／鴨のロースト～ビガ

ラードソース＊スープ／ミネストローネ＊魚料

理／秋鮭のクリームコロッケ～自家製タルタル

ソース＊肉料理／奥羽牛のビーフシチュー＊

サラダ＊パン or ライス＊デザート／ブルーベ

リーの焼きアイスクリーム＊コーヒーor 紅茶 

     コース料理は予約制です。 

上記まで電話でご予約ください。 

★秋の行楽シーズン！お弁当や少人

数のパーティもご相談ください。 

 

美術館隣接 道の駅／レストラン「石神の丘」情報 

このコーナーのお問合せ・ご予約は  道の駅「石神の丘」 TEL0195-61-1600 まで 

展覧会図録 

好評販売中 
図版 100 点掲載 

2,000 円 


